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京銀マイカーローン 

「エコカーライフ応援キャンペーン」を実施！ 

京都銀行（頭取 土井 伸宏）は、エコカー関連資金※1のご調達に「京銀マイカーローン」を

ご利用されるお客さまの融資利率を店頭表示金利から年０．９％引き下げる「京銀マイカーローン

『エコカーライフ応援キャンペーン』」を実施しますのでお知らせいたします。 

なお、お借入れには所定の条件がございますので、詳しくは窓口でご相談ください。 

記 

１． 実施期間 

２０２２年８月１日（月）～２０２２年９月３０日（金） 

２． 対象商品 

京銀マイカーローン（上記期間までにお借入れの申込みをいただき、２０２２年１０月３１日（月）

までにお借入れいただいたローンが対象） 

３． 実施内容 

期間中にエコカー関連資金※1 を資金使途として京銀マイカーローンをお借入れいただい

た場合、融資利率を店頭表示金利から年０．９％引き下げます。 

※期間中に上記以外の使途でお借入れされる場合は、融資利率を店頭表示金利から年０．７％

引き下げます。 

 

通常時 本キャンペーン期間中 

金利引き下げ条件 引き下げ幅 金利引き下げ条件 引き下げ幅 

融資金額 

１００万円以上 

 

年▲０．６％ 

資金使途がエコカー

関連資金※1の場合 
年▲０．９％ 

上記以外の資金使途

の場合 
年▲０．７％ 

※1【対象となる資金使途】①エコカー購入資金（中古車含む） 

②エコカーを対象とする車検費用、修理費用、部品費用 

③電気自動車向け家庭用充電設備等の購入設置費用 

④上記①～③に該当する他金融機関の借換資金 

【対象となるエコカー】電気自動車、ハイブリッド車、プラグインハイブリッド車、燃料電池車、クリーンディーゼル 

自動車、天然ガス自動車、エコカー減税対象車 
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＜ご参考＞「京銀マイカーローン」の商品概要 

ご利用いただける 

お客さま 

次の条件をすべて満たしている個人のお客さま 

①お申込時の年齢が満２０歳以上で、最終ご返済時の年齢が満７１歳未満の方 

※インターネット申し込みについては、当行に普通預金口座をお持ちでない場合、京都府・滋賀県・

大阪府・奈良県・兵庫県にお住まいの方に限らせていただきます。 

②勤続年数１年以上（個人事業主の場合は営業年数３年以上）の方 

③前年の税込年収（個人事業主の場合は直近３年間の毎年の申告所得）が１５０万円以上
の方 

④三菱UFJニコス株式会社の保証を受けられる方 

ご融資資金の 

お使いみち 

①自家用自動車（二輪車）購入資金（ただし、営業用車両購入資金や個人間売買に伴う
資金は対象外となります） 

※同居のご家族の所有車も対象となります。 

②自動車教習所費用、車検費用、車両定期点検費用、自動車（二輪車）修理費用、自動
車（二輪車）部品・用品購入資金 

③電気自動車向け家庭用充電設備等の購入・設置費用 

＊上記①～③は、ローン申込日以前３か月以内に自己資金等で納付済みの資金も対象
となります。 

④残価設定型ローンの最終回お支払時における買取資金 

⑤他金融機関のマイカーローンの借換資金 

※１．銀行、信用金庫のほか、クレジット会社、信販会社の借換資金も対象となります。 

２．車両買換に伴う残債務の借換資金も対象となります。ただし、新規購入車両金額
の３０％までとなります。 
（すでに車両を売却されている場合、および、車両買換に伴う残債務の借り換
えのみのご利用は対象外です） 

ご融資金額 １０万円以上 １，０００万円以内 （１万円単位） 

ご融資期間 ６か月以上 1０年以内 （６か月単位） 

ご融資利率 

変動金利制と固定金利制のいずれかをお選びいただけます。 

※ご融資期間中に変動金利制から固定金利制、固定金利制から変動金利制への変
更はできません。 

ご返済方法 
元利均等毎月返済 

※年２回､６か月ごとの増額返済を併用できます。（お借入総額の５０％以内） 

保証人・担保 

・三菱UFJニコス株式会社の保証をご利用いただきます。 

※保証料・手数料を別途ご負担いただく必要はございません。 
・原則、保証人・担保は不要です。 

    以 上 

京都銀行グループでは、従来から「地域社会の繁栄に奉仕する」という経営理念に基づいた企業活動を
行ってまいりました。今後も経営理念のより一層高いレベルでの実践であるSDGs達成に向け、地域の
社会課題の解決に貢献してまいります。なお、関連するプレスリリースにその目標であるSDGsのアイ
コンを明示しております。 

【SDGs】2015 年 9月に国連で採択された、経済・社会・環境のあり方についての 2030 年まで
の世界共通目標。17のゴールと169のターゲットで構成されている。 


